
【 野 田 堰 】

用 水 位 置 図

中島用水支線笠原沼用水の末流受益地であった百間村(現在の宮代町)が、年々用水不足に
より水稲栽培が困難な状況となったため大正末期に本堰を設けた。昭和11,24年に改築、昭
和47年に全面改築し現在に至る。本堰により取水した用水は、笠原沼用水支線の百間用水と
合流し下流受益地へ送水される。
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